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学生参加型の衛生学公衆衛生学教育

Student Facilitatorを用いた試み
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　臨床教育のプラクチカント制に習い，衛生学公衆衛生学の系統講義における学生参加型の授業

の実現を目指して，Student Facilitator（SF）制を導入した。衛生学公衆衛生学の前期系統講義を

受ける医学部4年生の全員を28回の講義に一度ずつSFとして割り当て，講義前に数回の教員と

打合わせし，予習や発表の準備を行わせた。講義中のSFの役割は，「教員の質問に率先して答

える」，「自分で調べてきたことを発表する」，「講義時間中に学生を使って簡単な疫学調査をす

る」，「ロールプレイでケアマネージメントの実例を示す」などであった。最後の講義に出席した

学生に配布した記名式アンケートの結果では，SFとして講義に関与することで学習内容に興味

が湧いたとする感想が述べられたが，担当でない時の知識の修得に不安を感じるという傾向があ

った。従来，衛生学公衆衛生学の系統講義は臨床各科のそれに比べ興味を持ちにくいという傾向

が高い中で，SF制は興味を持たせるという点で，ある程度成功したように思われる。しかし，

(1)担当でない学生をどう講義に主体的に参加させるか，(2)学生の興味を引き出すことに時間が取

られることにより系統的な知識の整理がおろそかになりがちになるという2点について，今後の

対応が必要である。また学生が講義の一部を受け持つことは，実は通常の講義より多くの準備と

努力が必要であることを教員が十分理解しなければならない。今後，講義資料集の充実を計り，

講義全体の構成を教員および学生が相互に確認できるようにすることが重要であると考えられ

る。
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